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令和６年度 史跡伊賀国庁跡保存整備事業指導委員会 会議録 

 

日時   令和６年９月６日（金）午後１時 30分から午後３時 30分まで 

場所   伊賀市役所４階 406会議室 

出席委員 寺崎委員 小澤委員 穂積委員 高橋委員 上出委員 田中委員 

欠席委員 なし 

オブザーバー 三重県教育委員会事務局社会教育文化財保護課 水橋主幹 

事務局  東次長 笠井課長 福島主幹 清山  

傍聴   １人 

 

１．開会の挨拶 

 東次長 

 

２．委員長・副委員長の選出 

   条例第４条第２項の規定に基づき、委員の互選により委員長に寺崎委員、副委員長に

小澤委員が選出される。 

 

３．報告事項 

（１）事業経過報告 

《資料１により、事務局から説明》 

《委員からの意見等については以下のとおり》 

委 員：R５年度における計画変更の内容は、今年度以降の計画にも影響するものか。 

事務局：計画の変更は、当初遺構ごとに施工する計画を工種ごとの施工としたもので、施

工の順序が変更になった点では今年度以降の計画に影響した。 

 

４．協議事項 

（１）本年度事業について 

《資料２・３・４により、事務局から説明》 

《委員からの意見等については以下のとおり》 

委 員：設計書を見る限り名称サインの文字のバランスが悪いように感じる。 

事務局：字の大きさなどを変えたいくつかのパターンを実寸大で印刷したものを用意

した。本日の現地協議で実際にご覧いただき、議論いただきたい。 

委 員：昨年度は予算の都合から当初計画分の施工が出来なかったようだが、今年度

の予算は十分に確保できているか。 

事務局：今年度は昨年度に比べ３倍程度の予算を確保できているため、計画通り整備

を進めることが出来ると考えている。 
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（２）来年度以降事業予定について 

《資料５・６により、事務局から説明》 

今年度における国庫補助金の追加交付の可能性があり、その場合には次年度以降計画

分の区画溝表示と遺構部分の舗装にも着手したいと考えていること、舗装は当初計画

では土系舗装となっていたが、より耐候性に優れたアスファルト系舗装としたいこと

を提案した。 

《委員からの意見等については以下のとおり》 

委 員：舗装の見本を示して貰うことは可能か。 

事務局：本日は用意がないが、見本を取り寄せて工法による質感の違いなどを実見し

検討いただく機会を設けたい。 

委 員：計画では舗装の施工は令和８年度なので、検討するための時間は十分あると

いう認識でよいか。 

事務局：本年度に国庫補助金の追加交付があれば施工したいと考えており、その場合

計画変更の手続きも必要なためあまり時間的余裕はない。 

委 員：アスファルト系の舗装は、透水性のものを史跡斎宮跡の整備でも用いてい

る。志摩市の業者によるものだったと記憶している。 

事務局：以前に委員から紹介いただいたことで知り、今回提案した。 

委 員：斎宮跡と異なり当史跡の遺構舗装部分の周辺が芝であることから、経年によ

り芝部分のレベルが高まっていくことで舗装部分が相対的に低くなり、水が

溜まりやすくなる恐れがある。アスファルトに水が溜まるとコケが付着し、

足が滑りやすくなる。整備範囲全体の排水計画が必要かと思われる。なお、

土系舗装は経年で芝に侵食され境界が曖昧になっていくので、舗装部分と芝

部分との境を明確にするためにはアスファルト系舗装が望ましい。 

委 員：資料６中に示された数字の性格が不明である。 

事務局：確認し、結果を共有する。 

 

（３）現地確認 

《現地確認で委員から出された意見を事務局が総括》 

 名称サインについては、園路の交差点付近に立った際の見え方に基づき、文字のサ

イズ・太さ・字間及び基礎の角度についてご意見いただいた。用意した見本をもと

に、【正殿】のフォントは大きさが設計図の 1.2倍、太さが＋３㎜のものが良いという

ことであった。同様に【前殿】・【南門】は大きさが設計書通り、太さが＋３mmのもの

の字間を１ｃｍ程度拡張したもの、【西脇殿】・【東脇殿】はサイズが設計書通り、太さ

が＋３㎜のものの字間を１ｃｍ程度詰めたものが良いということであった。基礎の角

度については、前面を 15ｃｍ、後面を 30ｃｍとする、あるいは角度を 45度にするな

ど、設計図より角度を付けた方が良いということであった。また文字数が４文字にな
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る【掘立柱塀】は基礎のサイズを横に大きくするなどして、文字の大きさを確保すべ

きではとの意見もあった。集約した意見を反映させた図面を作成し設置した際の見え

方を写真などで共有して、ご意見を伺いたい。 

 また、地先境界縁石について、設計図では上面が周囲のレベルよりやや高くなるよ

うに設計されているが、それでは縁石に囲まれた内部に水が溜まる恐れがあるとの意

見があった。一部に水切り部分を設けるか、縁石上面を周囲のレベルに合わせ全体と

しての水はけを優先させるかという点について事務局で検討したい。 

 また、案内板として周辺地形の中での伊賀国庁跡の立地を説明できるものがあると

いいとの意見があった。現在の計画では２枚の案内板を設置予定だが、どのような内

容のものにするか事務局で検討したい。 

《委員からの意見等については以下のとおり》 

委 員：整備基本計画の中で挙げられつつ、その後の実施設計で削除された設置物な

どが一定数ある。それらが本当に不要なのか再検討して欲しい。 

委 員：区画溝の表示は基本計画では平面表示となっているが、その後計画に変わり

はないか。 

事務局：変わりない。溝内に玉砂利を敷き詰めることで平面表示する考えである。 

委 員：玉砂利部分には経年により草が侵入し、また草刈り機による除草もしづらい

など管理上の課題が生じることも想定される。 

委 員：表示の工法について検討したい。 

  

（４）その他 

委 員：地元でも当史跡についてよく知らない人は多い。周知のため、講演会などを

催して貰えないか。 

事務局：事務局では、コロナ禍による中断期間を挟みつつこれまで国庁跡にちなんだ

文化財ウォークや講演会などのイベントを開催するなど周知に取り組んできたところ

ではあるが、更なる周知のため、委員の先生方に講演等の依頼もしていきたいと考え

ている。 

 

４．その他（連絡事項） 

次回の開催日程は未定のため、おって調整することを連絡する。 

 

５．閉会の挨拶 

   笠井課長 


